
2016年 3月期第２四半期 決算説明会 Q＆Aサマリ 
 
Ｑ １Ｈの実績：粗利率悪化 26億円は想定内か？ 
Ａ ほぼ想定内。過去のトレンドから見ても、粗利率は下期に改善する傾向がある。したがって、今期年間 20億円  
粗利悪化予想を現時点では変えていない。 

 
Ｑ 年間 40億円計画している戦略投資費用は使い切るのか(バッファーか)？ 
Ａ 費用の出方が遅れているが、基本的には将来の成長のための費用であり、執行する予定である。 
 
Ｑ 下期受注について、増加を予想している地域は？ 
Ａ 中東・アフリカ、ロシア、インドネシアなどで期待している。 
 
Ｑ 下期の利益予想については？ 
Ａ 上期に比べ、戦略投資費用を執行することなどから、計算上は減少する計画。ただし、進捗に応じて変化があれば  

すみやかにお知らせしていく。 
 
Ｑ 競合他社が苦戦している中、地域や業種特性で堅調な現状において、「先行きの不透明感」とは？ 
Ａ 原油価格の下落以外に、コモディティの冷え込みが新興国経済に大きな影響を与え、マクロ環境の変化によってお
客様の投資意欲が極端に減速する可能性があること。 

 
Ｑ 営業利益の為替感応度が１Ｈは４億円程度の実績で、年間予想が３億円と下がる理由は？  
Ａ US ドル以外の複数の通貨で、円高方向に予想しているため。 
 
Ｑ 今後マーケットが急激に縮小した場合の対応策は？ 
Ａ 中期経営計画達成に向けて、効率化と成長の両軸で経営していく中で、極端にマクロ環境が悪化した場合はオペ

レーションの中で機動的に対応していく。 
 
Ｑ 来年増収増益が可能か？ 
Ａ 現時点で「不可能」とは考えていない。 
 
 
 
(注) 本資料で提供する情報のうち業績見通し及び事業計画等に関するものは、当社が現時点で入手可能な情報と、
合理的であると判断する一定の前提に基づいています。従って、実際の業績は、様々な要因により、これらの見通しとは
大きく異なる結果となりうることをご承知おきください。尚、内容につきましては、理解し易いように部分的に加筆・修正し
ています。 
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